










要約 

1969 年より 1978 年までに山陰で出生した Down症候群 155 例について 1年以上,10 年未満

の予後調査を行なった。追跡不能例は 5 例で,150 例(96,8%)について行なった。生後 1 年

で死亡率 0.140,生後 5 年目で累積死亡率 0.294(累積生残率 0.706)となった。生後 5 年目

より 10 年までの死亡率は 0 であった。出生時頻度 0.798(出生 1000 当り)の数値から考え

ると新生児期死亡例が把握されていない可能性があり,この値はもう少し高まることが予

想された。 

死亡は冬・春に多く,心不全,肺炎,白血病が死因の 85%を占めた。中でも心不全(先天性心

疾患)が半数を占めた。死亡群と生残群について,出生時体重,父・母年令,出生順位をみた

が,すべて有意差はなく,わずかに出生時体重で死亡群が低い傾向を示した。 


